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Abstract

This study wa! iDtcnded to sDAlyz€ siatistically of body weitbt and height of 12226

frcshmen vho eoi€red The Urivcrsity of Tokyo in 1955, '68, '75, '85, and '86.
Th€ rr3ult! were as follows;

l. Durint thirty yesrs from 1955 to '85, increa3e of mesn values of h€ight wa! about 4

cm, and that of weiSht w!.s about 8 kg. The trend of incr€8s! was linesr.
2. Estimsted w.itht in same l.vel of height by reSr6sion line of w€itht on height in

1065 snd 'E6, wrs Brest€r thsn thd of 1955 by about 5 kg.
3. Rcgression coefficient of wcitht on heitht, that is slope in regr€ssion, w&s 0.65 con-

stsntly since 1968. Thir mesns thst increase of I cm equsl! that of 0.65 kg in .reiSht-

4. ReSr4tion Weitht Stege r,a3 providcd by scale which b&!.d upon both re8resion snd
ltand6rd dcvi,ition from rctlrslion which were Ssincd from data in 1955. Dfutribution
frequ€ncy st.!ch Stat amontlt t955, '68, '75, '85, and '86 yer€ not very uniformly.
In bricf, incrcase of mean value of weighi was caus€d, a! .atio of frequency in higher
stage, thst is fatness or nearlyfatnesa, became large year by year.

KcA uotk: physiq,u.; t.gtct ion linc, oa'algril ol cooariaacc
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1 研究目的・ 方法

「最近の若者の体格はよくなった」と言われて

久 しいが,こ の傾向は東京大学入学生の統計デー

タにおいても同様に見 られた。青山は,東京大学

入学生男子の体格の推移について統計的な分析を

行ったさいに,体重の標準偏差が昭和27年の5.21

kgか ら昭rn49年の7.82kgへ と大きくなっていくの

をみ,こ の大きくなりかたが文部省資料の全国値

の傾向に比して著しい,つ まり東京大学入学生の

ほうが体重のある者とない者との混在がより著 し

くなっているということに注目し,そ こであらた

めて,昭和30年入学生と昭和50年入学生の体格 ,

特に体重について,身長に対する体重の回帰を用

いて比較を行ってみた1)。

今回は,同様な統計的手法を用いながら,昭和

30年,43年 の,50年 ,60。 61年入学の学生の体格 ,

すなわち昭和311年から昭和田年までおよそ10年 ご

との∞年間の学生の体格について,その推移をみ

てみたい。

なお,分析にあたっては,前回は50年入学生の

回帰直線を基準としたが,今回は30年入学生の回

帰直線を基準として推移をながめた。

2 結果及び考察

(1}身長及び体重の平均値・ 標準偏差

身長及び体重の入学年度ごとの平均値 。標準偏

差は,表 1に みるとおりである3)。

これをみると,入学年度ごとの全体群では,身

表 1 東京大学入学生の10年 ごとの体格の推移
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長は昭和30年入学の166.92cmか ら昭和60年入学の

171.19c口へと4.27cD,体重は30年入学の54.28 kg

から60年入学の 62.∞ kgへ と8.32 kgの伸びを示 し

ている。この伸びの傾向を,∞年入学の全体群の

平均値・ 標準偏差を尺度としたTス コアでみたも

のが図 1で ある。これをみると,身長・ 体重とも,

人
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年齢こみの全体でも年齢別でもほぼ直線的に上昇

している。また,身長と体重とでは,体重のほうが

身長に比 してはるかに急上昇 していることがわか

る。60・ 61年入学の平均でみると,身長が579点

と7.9点の上昇であるのに比 して,体重は65.5点と

15.5点の大きな上昇を示 している。

なお,は じめにもふれたように標準偏差をみる

と身長 (全体群 )では30年入学の5.36∞ から61年

入学の5.69cmへ とそれほど大きくはなっていない

のに,体重 (全体群 )ではこれが5.38kgか ら8.93

kg,8.42kgへ と3tl年間で 1.5倍 以上 も大きくなっ

ていることが止目される。

60年入学生について,文部省資料4)の全国値と

比較 してみると,18歳 。19歳 。20歳の順で,身長

は全国値が 170.69,171.02,170.43mで あるので
,

平均 して東大値のほうが 0.4 cl程度上回っている。

体重は61.39,62.21,62.67kgで あるので,同様に

東大値のほうが 0 5 kg程度上回っている。 (身長

は18歳 19歳で 5%水準 ,20歳で 1%水準,体重は

18歳で 1%水準,19歳20歳で 5%水準で有意差が

みられた。)

標準偏差をみると,体重では全国値カヤ.38,7.75,

7.69峰であり,東大値のほうが各年齢とも, 1%
水準で有意差がみられ,明 らかに大きい。すなわ

ち,全国資料に比 して50年入学生にみられたと同

様な傾向がそれから10年 たった60年入学生におい

てもみられる。

(2)身長に対する体重の回帰直線による比較

43  511  ∞ 61 30 ∞ 61

入学制度

Tス コアによる身長と体重の伸びでは体重のほ

うが 2倍近い大きな伸びを示 していることをみた

が,こんどは身長に対する体重の回帰直線を求め,

同一身長下での体重を比較 してみよう。

はじめに表 1に よって,回帰方程式を導出する

身長と体重の相関係数をみると,30年入学の r=
0.553か ら60年入学の r鋤.410へと低 くなってい

る。 (5%水準でその差は有意。)つ ま り,そ れ

だけ∞年入学のほう力b30年入学に比 して,身長・

体重の体格の似かよいかたが薄まってきている,

ということがわかる。このことは,回帰からの標

160    170    180 身長(cI)

図 2 身長に対する体重の回帰直線 (全体群)

図 1 身長及び体重の30年間の伸びの傾向 (30入学生 (全 )を 50点としたTス コアによる)
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準偏差の30年入学の4.491egか ら60年入学の8.14 kg

への,大きな拡がりとも符合するわけである。

次いで,表 1の身長に対する体重の回帰直線を

図 2～図 4に示 した。図 2の年齢をこみにした全

体群についてみると,30年入学の回帰直線から遠

く離れて上方に43年入学,その少 し上に50年入学 ,

さらに少 し離れて上方に43年入学,そ の少 し上に

50年入学,さ らに少 し離れて上に60・ 61年入学の

回帰直線がある。回帰直線間の有意差検定を行っ

てみると,表 2の通り,60年入学と61年入学との間

に有意差がみられなかったほかは,すべて 1%水
準で有意差がみられた。すなわち,30年入学,43
年入学 ,50年入学,60・ 61年入学へと,およそ10

年ごとに,回帰による同一身長下で体重を比較 し

てみて,毎回明らかに向上 していることがわかる。

たとえば,身長 170 cnで みたときの体重は,30年
入1吉 56.Okg, 43生Fラ 1ヽ言 59 4 kg, 50生 F入

=芦

60.2kg,

60年入学61.8kg,61年入学 61 9kgと なり,30年入

学生から30年たった60年入学生では,同一身長で

比較 して4 8kg,す なわち約 5 kgも体重のつきが

よくなっていることがわかる。

回帰直線の上にみた位置関係は,図 2・ 図 3の

年齢群ごとの比較においても同様にみられる。

さらに,回帰直線の勾配に注目してみると,同
じ入学年でも年齢によってぶれがみられるものの

,

全体群では43年入学以降の回帰直線の平行関係が

示すごとくほぼ b却.65に 一定 している。回帰直

線の勾配が 0.65に 落ちついているということは
,
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図 4 身長に対する体重の回帰直線 (19歳 群)
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図3 身長に対する体重の回帰直線 (18歳群)
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身長に対する体重のつきが毎回ごとによくなってい

るということとは別に,身長の増分に応 じた体重

の増分が変わらないということ,例えば身長が10

cl違えば体重が6.5 kg違 うという身長と体重の関

係が,43年入学以降は一定 しているということを

示 している。

この勾配を年齢群をも合わせて水野の計算 した

全国資料のものと比較してみると5),東大値のほう

が全体的にみて幾分低めの傾向がみられた。ここ

にも東大入学生の体重の分散の大きさが与える影

響 (b=r・ σY/σ X)がうかがえよう。

(3)回帰による体重段階別人数分布

これまで身長に対する体重の回帰直線による比

較,すなわち身長別の体重の推定平均値による比

較を通 して毎回体重のつきがよくなっているのを

みてきたが,こ んどは,こ うした回帰による平均

値のみの比較ではなく,具体的に回帰による身長

別体重段階を設定 し,各段階への人数の分布状況

が10年 ごとにどのように変化 していくかをみるこ

とにり「 る。

このため,∞年入学全体群の回帰直線 Y=0.55

X-37.52を基準とし,その標準偏差 σγ・xヨ
`9を

尺度として,真中の段階を 4と した 1か ら7ま で

7段階の体重段階を作成 し,さ らに43年以降の体

重のつきの大きいことを考えてその上に 8及び 9

の段階を加えた。各体重段階のイメージ及び各下

限値は図 5に 示す。

`・

.ぃ
ヽ

キЪも。`・

,ゞな
′

が
ご

160      170      180身 長(ct)

図5 回帰直線による体重9段階区分図

この 9ラ ンクの各体重段階にじっさいにどのよ

うに分布するかをみたものが表 3で ある。まず全

体群をみると,は じめの30年入学では段階 4の

39.8%を 中心にして,それより下側 (段階 3・ 2・

1)に27.9,4.0,0.1%で合 して32.9%,そ れよ

り上側 (段階 5・ 6。 7以上 )に 211。 7,5。 9,1.6%
で合 して28.2%と いう分布であったものが,入学

年をおうごとに高い段階に分布が増 し,段階 7以

体
重
ｋ９

表 3回 帰直線からみた体重 9段階別人数分布 (ワ
『

雷 |:鍾舗 お

の Y=∝55X"52及 び
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上をみると,1.6%か ら43年入学10.1%,Ю年入学

13.2%,611・ 61年入学20.9%と 多くなっている。

すなわち,60・ 61年入学では,およそ 5人に 1人

の割で,30年入学当時の学生の平均値 (回帰直線 )

よりもH.3kg(すなわち25標準偏差6))以上も同

じ身長の者どうしで比較 して体重が上回っている

わけである。

さらに,段階 8は平均値よりも15.8kg以 上体重

の上回っている者であり,身長 170 clで あれば

71.7 kg以 上の者であるが,こ の段階 8及びさらに

その上の段階 9の者が311年入学の 0.2%か ら60。

61年入学では10.2%,つまり10人に 1人が入って

いる。これは,最近厚生省から出された「日本人

の肥満とやせの判定表」7)の40～49歳の表で身長

170c lの 場合72.3kg以 上は 駄 りぎみJと あるのを

みると,段階 8のほうがこれより0.6 kgほ ど下回

っており, またこの半」定表の身長別体重値の並びが

かなり急勾配でもあるので一概にはいえないが
,

それにしても10%近 くの者がこの判定表か らすれ

ば「太りぎみJな いしは「太りすぎ」の判定を受

けることになりそうである。

上述 したことの繰返 しになるかもしれないが
,

あらためて
,

体重段階 4を③ (Y→ .5σ Y° X～ ・゙5 σvox)

段階 3を② (Y-1.5σ Y° X～鋤・5σ Y・ X)

段階2・ 1を①(Y-1.5σ Y・ Xよ り下 )

30入学
19歳  (%)

30入学
20歳

6061入学 6060入学

④

階
③
製

②

体 体重段階 体重段階

図6 回帰による体重 5段階別人数分布 (¢ )

∞

”

１０

０

① ② ③



段階 5を① (YICl.5σ Y・ X～ +15σ Y x)

段階 6・ 7・ 8。 9を⑤

(Y+1.5σ Y° X以上 )

とする,いわゆる普通に用いられる 5段階評価に

おきかえて示 したものが図 6である。30年入学で

は全体群においても各年齢群においても,正規分

布のときの 7・ 2・ 38。 24・ 7%ではないにして

も,①を中心とした山型の分布をなしているのに
,

43年・ 50年・ 60。 61年 となるにしたがって分布が

右に寄っていく様子がよくわかる。そして60・ 61

年入学では①の段階が

“

%に までなっている。10

年ごとにおよそ10%ずつこの段階の人数が増加 し

てきたことになる。

以上の体重段階別人数分布の∞年入学から60。

61年入学への推移を通 じて,身長に対する体重の

回帰直線の比較でみた同一身長における体重のつ

きの約 5k9優 っていたことの中味が,一様に約 5

k9分 (す なわち30年入学の回帰からの標準偏差に

みる約 1標準偏差分)上にあがったというのでは

なく,体重段階の高いところでの分布の著 しく多

くなりかたが標準偏差の拡がりを招来 しつつ平均

値を押 し上げてきたものであるということがわかる。

3 要 約

東京大学昭和∞年,43年 ,50年 ,60・ 61年入学

生男子の体格について統計的分析の結果,得 られ

た事実を次に要約する。

まず,昭和30年から昭和60年の30年間に大づか

みにいって身長では約 4m,体 重では約 8 kgの 伸

びを示 している。またその伸びはほぼ直線的であ

る。

次に,身長に対する体重の回帰直線によって
,

同一身長での体重の大小を比較 したところ,こ の

30年間で 5 kg程度体重のつきが上回ってきている。

次に,回帰直線の勾配から身長と体重の関係を

みると,昭和43年以降は0.65の勾配を一定 して示

す。すなわち身長 lc口 の ス ライ ドに対 して体重

0.65 kgス ライ ドするという関係がみられる。

さらに,入学年をおうごとに体重の回帰にみる

標準偏差の拡がりも著 しいことから,昭和30年入

学による回帰直線及びその回帰からの標準偏差を

尺度として,回帰体重段階を設け,各段階の人数
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分布の比較を行 ったところ,は じめの∞年入学に

比 して,一様に体重のつきが上回 ってきたとい う

よりは,高い段階すなわち肥満 もしくは肥満に近

いといえるような段階に該当す る者の割合が著 し

く多 くな り,こ れが回帰平均値にみる体重のつき

を上回 らせているとい う側面 もかな り強いことが

看取 され る。

注

1)青山昌二「昭和30年と昭和∞年の大学入学生の回帰

による体格の比較」 学校保健研究第19巻第10号
,

488-494頁 ,1977

2)10年ごとの分析としては昭和40年入学生のデータの

ほうがよりよいわけであるが,こ の年度及びその前

後の年度の出席カードに身長・ 体重のデータが記録

されていないので,やむを得ず昭和43年入学生のデ

ータを用いた。

3)①昭和∞年入学生の測定値のみは,入学時ではなく,

10月 時の値を用いた。したがって,“歳の人数が少

なく,19歳・
"歳

の人数が多いのは,測定時に年齢

をそろえたためである。

②ここでは211歳以上の者を20歳という表現を用いた。

4)文部省体育局「昭和60年度体力・ 運動能力調査報告

書」 73頁。

5)水野忠文「日本人体力標準表」 東京大学出版会
,

40頁 ,1980。 ここでは,18・ 19・ 208の順で0.69,

062,072である。

水野忠文・難波俊夫 (研究代表者)「わが国におけ

る青少年の体格運動能力に関する2変量同時使用に

よる評価方式の研究」,昭和59・ 60年度科学研究費

補助金 (総合A)研究成果報告書,15頁 ,1986。 こ

こでは,18・ 19・ 20歳の順で,0.67,0.71,0.69で

ある。

青山昌二ほか「回帰評価法による体力標準表の安定

性について」,日本体育学会第37回大会口頭発表
,

1986.

6)水野は「青少年体力標準表」 (東京大学出版会,90

頁,1968)に おいて「肥満児判定基準表」を作成し

ており,その基準を2 5σ v.xに おいている。高校

生珀歳の170cmの場合は70.94時 となっている。2.5

●.xは304入学の東大値では67.21cであるが,61年

入学の東大値からすれば80.9k9と なる。統計的にみ
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て肥満体重下限値をどこにおくかについては,あ ら  7)昭 和61年 8月 28日 付「朝日新聞」による。

ためて検討したい。


